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1.意図と課題
今日の学校が，教科・道徳・特別活動の三領域からなる教育活動をそれぞれの内容と万法をも
って展開している ζとは周知の通りである。その中で，児童活動・学校行事・学級指導より構成
( 1)
される特別活動は，集団活動を通して子どもの自主的・実践的な態度の育成をめざす教育活動
とされ，教科活動化傾斜しがちな今日の学校教育にあって，調和と統一ある教育活動の展開を保
つ上で独自の役割が求められている。とりわけ，学校教育の人間化が広く提唱されて以来η その
役割の重要性が高まっていると言えよう。
しかし，特定IJ活動の重要性についての認識が高まる一万で，クラブ活動からの子どもの離脱児
童会や学級指導の形骸イとなど¥特別活動に関する活動は，その理念、と現実との間iζ大きなへだた
りが存在しているように思われる。特別活動は戦後三十数年間にわたって学習指導要領改定のた
びに内容を整え，その整備をはかつてきたが，学校現場における特別活動の内容的充実というf主か
ら見た時，いまだ不十分な状況にとどまっているようK思われる。形式的整備はなされたものの
(2) 
内容的充実は不充分な状況にあるのが特別活動の今日的状況と言えるのではないだろうか。
乙のような特別活動における理念と現実の翠離や病理現象を克服して内容的充実をはかるには，
教育方法の改善だけでは不十分であり，教師側の組織的対応やその運営といった指導組織のあり
方に着目する必要があるように思われる。しかしながら，特別活動花関する研究は，乙れまで，
，(3) 
特別活動の理念・白的・教育方法などに重点が置かれており，組織運営面からの検討はどちらか
と言うと未開拓の領域となっており，今日， ζの点の考察が要請されているのである。
そζで，本稿では 3 特別活動の充実をはかる上で，特別活動の指導組織はどうあったらよいか，
その方向を探る ζとをめざし，特別活動の指導組織改革についての問題提起を行う ζとを意図し
ている。そのためiC，特別活動の指導組織改革を試みた学校の事例を取り上げ，次iζ，特別活動
の指導組織改革の必要性を問題とし 3 そして，組織改革の視点を探る手順を追うものとする口な
お，乙 ζでの指導組織とは，特別活動を展開する上での，教師集団の分担組織を意味するもので
ある。
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1I.特別活動の指導組織改革の事例
まず，実際iと特別活動の指導組織改革を試みた学校を取り上げ，その学校では何をめざし，指
導組織のどのような点をいかに改革したのか，その点を追ーってみる乙とにする。
取り上げた事例校は，東京都K隣接する A市の小学校で，昭和5得度当時32学級(普通学級)
を有する大規模校である。そして，昭和51年度より特別活動の充実をめざして指導組織の改革を
試みた学校である。その改革の推移を校務分掌表を中心に見ていく ζとにするが， A図は特別活
動の指導組織改革に着手する以前の昭和50年度の校務分掌表であり， B図は改革iζ着手した昭和
51年度のものであり C図は さらに三年を経過した昭和54年度の校務分掌表である。
A . B . C三図を比較して特別活動の指導組織に変化のある乙とが認められるが，それぞれの
校務分掌表の検討は しばらく置くとして 指導組織の改革に着手した事例校の前後の経緯を概
括しておくととにする。
( 1 ) 指導組織改革の経緯
指導組織改革の必要性がし 1かに存在し そして，改革の試みがどのように展開されたか見てお
く乙とにしよう。
事例校においては，昭和50年度中iζ教務主任そして校長が続いて他校に転出し学校上層部の
交替がなされたが それ以前から学校内外において問題行動を起ζす子どもが増加していた。そ
のための対応策として生活指導の充実・強化など何らかの異体策を講ずる必要のある乙とが教師
集団lζ意識されていた。その呉体的方法については，教師個々の立場の相違によって異なり，か
ならずしも共通の確認を得る段階iとまで至っていなかったが，とにかく何らかの対応策が必要で
ある ζとが教師集団のほぼ一致した見解となっていた。
そして，昭和51年度当初の職員会iとおいて，子どもの問題行動の対応策として特別活動の充実
という方法が教務主任らによって提案されている。 ζの場において学級指導を中心とした特定IJ活
動の充実を内容とする経営重点目標が設定され，その方法及びB[惑の校務分掌花見られる指導の
(4) 
分担が全教職員によって確認されている
以後数年にわたって特別活動の指導組織が調整・整備され 昭和50年度にはA図のような校務
分掌表であったものが，昭和54年度iとはC図のように変化している。
(2) 指導組織の改革内容
特別活動の指導組織をどのよう K改革したか， A図と C図の二つの校務分掌表を見ながら検討
する ζとにしよう。
まず， A図についてであるが，特別活動の指導が指導組織として明確に位置づけられてい
ない点が特徴として指摘できる。 A図の校務分掌表の場合 円旨導の分担Jとして学級担任のー
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A 図 校務分掌表(昭和 50年度)
学校運営組織
(1 )指導の分担
番 職 氏 名 教科分担 (協力指導組織) 児童数 年学 数i笠s 準装τ仁コ7 (担任) 国 算 理 三日主ニ 図工 家 体 書男女計
崩喜一
総計総計
2 好弘 1，31 1 1，010 
庁 留夫 5 6年書写・図工一部担当 940 の40
(略)
24 4宇ll江直美 21 22 43 2 14 36 
25 5佐 緑 18124 42 ( 180 ) 41 
26 5-1 出 浩一 平井加藤井上 延沢2 18140 38 
27 2西 i ノノ 加藤 /1 田代 /1 22118 40 I 37 
28 3石 千枝子 11 延沢 /1 牧田 21 18139 39 
29 西村 /ノ 延沢 21 J8 40 J98 
30 5牧 良子史 石井 22117 39 ( 192 )日L
31 平 祥子
32 6べD兼由利子 若林平井 井上 延沢 22117 39 39 
〈以下略)
(2)校務分担
[指導…西村〕教科研究部ー教科・道徳
職 (平t:fj) ー学校保健安全教育ー(田口・佐々木・那須野)
扇 視聴覚教育一一一一(小鵠・大平)
員 放送教育 (小玉・小牧・平井)
合 学校図書館教育一(田代・高橋・佐藤・宇津江)
q究u 教研 科究 外部『 校給食教1同Z 一一一(草野・本間@片桐・葛寵貫・武富)
学校最IJ教育一一一一(福江)
郁一 (田口) l :子教叫校担統計教古月一一 (五井・ IlJ中)
告1]教育一一一(西村・延沢)
r-、
学校行事教青一一(屋城)
!校 延 L代表委員会 (田中・加藤・佐々木・芝村)
!教沢 児童活動学級会活動一(各担任〉
←'--" i I (若林) 委員会活動一(石井)
長頭 地区活動
(西村)
クラブ活動ー〈兼国)
←特別活動 「儀式的行事一(屋城〉
研究部
呂 保健一(田口)保健的行事一(仲村)
安 全一(若林) ト体育的行事ー(牧田)
委 図離宮利用一(田代)ト遠足的行事一(平林出)
員 L特研 殊教育 清 掃一(等々力) L安全的行事一(若
究部 その他一(各担任)
会 (松野) 安部)
|特B問
研究推進委員員会一(平出)
学石井校那保・1須健日藤野委・員佐等会々木・芝村・富論・福山一 (白i宇1・佐々木
力・牧田・若林・{林せ)
防護対策委員会一(若林)
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(昭和 51年産)表掌分務校図B 
指導組織研究部一(西村)
教科研究部一教科・道徳一(平出)
一学校保健安全教育一(飯塚・仲村・立)1・若林・大平)
視聴覚教育明一一一一(小i嶋・宇津江・武富)
放送教育 (小玉・草野・平井・長尾)
学校図書館教育 (田代・平出・高犠・井上・佐藤)
学校給食教育一一一(草野・菅野・葛寵貫・大原・野中)
学校最IJ教育一一一一(池田)
学校統計教育一一一一(本間・柏木)
教担制教育一一一一(西村)
学校行事教育一一一一(屋城)
田口・加藤
「代表委員会一(
_. I 芝村・片桐
け見童活動{
I (田口:ト学級会活動一(各担任)
「児童活動十一地区活動L 委員会活動ァ(石井)
(田口)I (小牧)
しークラブ活動(兼田)
教宇汐ト研究部
(屋城)
儀式的行事一(屋城・等々力)
学芸的行事一(池田)
保健的行事ー(飯塚・{中村)
体育的行事一(牧田・田中)
遠足的行事一(平出)
一安全的行事一(若林・大平)
学校行事
(屋城)
特別活動研究部
(出口)
給 食一(野中・大原・草野-葛籍貰・菅野・加藤)
保 健一句運・立)11-長尾・芝村・飯塚・石井)
一安 全 (若林・本間・間3・IJ牧・大平・平井)
国審館
利用
一清 掃一(宇津江・柏木・等々 力・屋城・小玉・牧田)
適 応一 (/J¥{Q鳥・池田・片柄・佐々 木・田口・西村)
(言縞・平出・井上・佐藤・兼田・田代)
?????
特殊教育研究部一(戸塚・小竹・宮入・安部・滝川・前田)
(平出)
(飯塚・仲村)
(若林)
?
?
??
??? ????????「
? ー? ? ?? ?。
?
? ャ ?? ?
?
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(昭和54年度)表掌分務校図C 
-高1]主任
i年 2年 3年 4年 5年 6年
田代葛寵貰 山)1-小泉 小玉 出口
前田 平出 o森)1 渡部 会川 長井
ド佐々 木 井上 立)1 若林 山道 大平
宮尾 -宗和 大原 山本 池田
兼武石田
長信 佐加藤藤9 掛井 土井 武田
野中 菅野 増沢 後田 島野 石井レ/レ/近藤仲村 平井 草野
。主任
職員会
1 組
2 組
3 組
4 組
? ??
???
? ???
??
5 
6 
?
?
?
? ? ??? ? ?? ?? ? ?? ? ?? ?
?
?
??
?
?
? ?
指導経営
(佐々 木)
佐々木 。平出 若手井 土山井本 平井 大平
長尾G1i加藤だ藤 大原 o若林 小玉 武石
宮尾 菅野 !lJ) 1 小泉 山道。詔 A
田代葛龍野 森)1 渡部 。雲間 長井
前田 井上 立)1 俵田 武田 。出口
野中 宗和近増藤沢け 。仲村 島野 石井
宮尾Gε襲撃。森)1 若林 武田 石井
o野中 井上 出JI 山本 平井 武石
田代 宗和 掛井 {表田 会JI o大平
ト佐々 木 平出 立)1 渡部 島野 草野 B
長尾 菅野pli藤け 土井 小玉 。長井
前田v 。大原 仲村 池田 田口レ/葛鑑賞 増沢 小泉 山道 。兼国
?
全
「学校行事斗干
I (若林) ト体
学校i L_遠足
f塑) I代表委員会
一ー し児童活動一十委員会活動
(出口) L_クラブ活動
式
???
掃
食
鍵
密書館利用
{呆
儀
適
?
;菅
給
学級指導
(平出)
学年・学級
G旨導)
(平出)
校長一教頭一教務
(屋城)
。田代 平出 森)1 渡部 az 長井
前田 菅野 掛井 j二井 小玉 。武石
宮尾葛籍軍 (1)1 {表田 会)1。石井
佐々木 o宗和 大原 若林 山道 大田平口 a 
長尾 井J二 立川 山本 o平井 兼自
ト一一一一
野中ほ襲警近増藤沢け 。小泉 武田 草野
佐々木 平出 近藤 接出 会)1。大平
/イどど 立JI 山本 UJ道 o草野
宮尾 宗手1] 森)1 若林 。武田 長井
野中 o菅野 大原 土井 池田 B3口 b
田代 井上 掛井 小泉 。小玉 兼自
前田s品尾 増沢 渡部 o島野 武石
長尾o葛寵貰 (1)1 仲村 平井 石井
? ?
T 
?????
科
??
? ?
鴎
??
理1
{本
家
?????
「
?
??
????
???
??
= iヨ
!翠
教科
(森)1) 
研究
(森)1) 
殊
森JIIIi副瓦mtlN*I: I 
大原|哩j_:_t主国主l
[田代l平面
持々木| 菅野i
覚
[分教室-:1併
(伊藤) 共同研究推進委員会
事務
(佐々 木)
路市斗c.、
ゆとり委員会
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覧があり，次に研究部と事務部からなる校務分担表が見られるが> I指導の分担Jiとは特別活動
の各内容についての分担はまったく示されておらず 研究組織化指導活動も兼ねる形で特別活動
の組織が位置づけられている。
「指導の分担JIζは，学級担任一覧と教科指導の分担のみを示し，特別活動の組織を「指導の
分担jとしてではなく 研究組織として位置づけた乙とは，学校の教育活動に対する認識が教科
指導に傾斜し，特別活動への対応という問題意識がかならずしも鮮明になっていないととを示す
ものと言えよう。学校の関心が教科指導に傾斜し，特別活動の指導を組織的に展開してし 1く意識
がかならずしも十分でない乙とは，乙の当時，経営重点目標iζ 「教科担任制の導入jが設定され
ていた点からもまた指摘できょう。
また，特別j活動の各活動iと対する役割分担を見ると，各活動内容に対して主任的役割を果たす
担当者をー名置く場合が多く，それぞれの活動K集団的に対応させるよりも偶人的に担当させる
方針が認められる。乙のような役割分担の傾向からして，特別活動の指導は，全校教職員の集団
的対応よりも各担当者の個別的対応という性格をより強く有するととになったものと思われる。
一方C図においては，指導ー組織(学年・学級を対象とした組織と全校を対象とした組織に分け
ている)と研究組織と事務組織の三本立てとし，特別活動iζかかわる組織を指導組織と研究組織
のi判と位霞づけている。学校全体の指導組織の整備をはかり，その中iと特別活動の指導組織を明
確IC 宣づけたことは，特別活動を一つのまとまりのある組織的活動としてとらえ，その重視を
校務分掌表として示じたものと言えよう。
また，特別活動の各内容項目どとに，各学年より学年代表を出し，計六名からなる集団を編成
し，集団として活動する編成となっている。 ζのような形で特別活動を学年経営と結合する
乙とによって，また，各活動内容ごとにチームを編成して集団的K対応する ζとによって，特別
活動の内容的充実をはかる ζ とを意図したものと思われる。
また，すべての教師iζ学級レベソレで指導を展開する特別活動と全校レベソレで指導を展開する特
別活動と，それぞれ一役ずつ学年代表として責任をもたせている。乙の乙とは，教師の意識を学
級内に限定させず，全校Et守な活動にも呂を向けさせ，学級一学年一学校の三者の関係を円滑化し
て，学校全体の調和的活動の展開を通して特別活動の充実を試みたものと言えよう。
(3) 本事例の有する意味
以上，大規模校という条件下で特別活動の指導組織の改革K取り組んだIJ¥学校の事例を見てき
たが，その有する意味を考えてみよう。
実は，先花見た事{yIJ校については，本稿で取り上げた時期(昭和50年度から54年度)以前の昭
和46年度から50年度iζかけての教科担任制導入にまつわる教授組織改革の動向をとらえ分析した
(5 ) 
乙とがある。 昭和50年度をもって教科担任制導入の試みを断念した点をとらえ教授組織改革失敗
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の事例として取り上げその要因分析を研修行政のかかわりで分析した。しかしながら時間的スパ
シをさらに広げてみると教科から特別活動へと対象は変化させたものの指導組織のあり方の検討
という点においては継続的K取り組まれていた乙とが認められるのである。昭和51年の時点で，
教科を中心とする指導組織の改革は断念したものの，その対象を教科から特別活動iζ変え， しか
も，小学校高学年から全校的な問題としてとらえ直し指導組織改革の試みを継続した乙とは注目
されてよいであろう。
と乙ろで，先花見た学校内部の動きは，子どもの問題行動への対応の必要上3 特別活動の充実
に解決方法を求めて学校が組織的に行動したものである。それは極めて個別具体的な実擦的動き
であるが，あたかも， I教脊の現代化jから「教育の人間化Jへの時代的変遷の節目K置かれた
学校が，社会的現実の変化に対して組織として対応した事例としても興味深いものがある。
もっとも，特別活動の指導組織の改革が展開されている昭和51年から54年にかけても，問題行
動を起乙す子どもは存在しており，指導組織改革がかならずしも問題行動を起乙す子どもの数の
減少とは直接には結びつかなかったようである口しかし， ζのような点が認められるにしても，
乙の点をもって指導組織改革の試みが成功あるいは失敗であったと早急に判断を下す乙とは避け
るべきであろう。明確に成功一失敗という形でその成果をとらえるには，なお，多くの点をふま
えて考察を進める必要があるものと思われる。
たた，乙の指導組織改革の実践は，特別活動における指導組織のあり方を考察するj二で，注呂
すべき点が存在していたものと思われる。すなわち，特別活動指導組織の学校組織への明確な位
置づけ，特別活動の指導組織への全校教職員の参加，特別活動における分担と協業に関する組織
的方策の開発，などの点は，特別活動の指導組織のあり方及びその改革の問題を考えていく上で
示唆に富む点があったものと思われる。
il. 特別活動にかかわる指導紹織改革の必要性
冒頭に触れたように特別活動は，子どもの自主的活動を尊重し，自主的態度の育成を多様な内
(6) 
容をもって達成をめざすものである。その自的達成のために指導組織が必要とされるわけである
(7) 
が，特定IJ活動の教育的性格上教科活動の場合とは異った組織運営及び組織改革の方向が存在す
る。すなわち，特別活動は，その教育目的達成のために，学級から学校全体にまで広く及ぶ多様
な学習集団を柔軟に編成して活動を展開するわけであるが，それに対応する教師側の指導組織に，
学級担任制や教科担任制の枠の中での固定化-硬直化の排除，あるいはその存在の明確化，など
が求められるのである。
学級担任制芋教手者旦任制という確立された指導組織の中で特別活動が展開されているととは，特
別活動本来の教育的特性を生かすという観点でとらえた場合，指導組織上改革の余地を残してい
るものと思われる。特別活動にはその教育的特性K応じた組織化原理iともとづいて，そ
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れにふさわしい指導組織が形成される必要がある。そのような点の認識がかならずしも
確立されていないのが現状ではなかろうか。
そのような点がs 現在，いくつかの問題現象としてあらわれているのではなかろうか。例えば，
教師が特別活動を軽視して教科と特別活動のバランスを欠いた教育活動を展開したり，特別活動
が組織的な活動として意識されるよりも教師の個人的な熱意の問題とされ教師の活動が組織から
弧立したり，活動の内容や質lζアンバランスが生じたりするなど，いずれも特別活動Kかかわる
現在の組織的状況にその一国が存在していると思われる。
特定IJ活動の展開にあたっては，その内容・活動の性格からみて，学級担任制や教科担任制の枠を
越えた無学年告IJ (nongrad i ng)などに見られる柔軟な指導組織の編成が必要である。 また，さ
らに柔軟な指導組織の編成という点をふまえた上で，特別活動が一つのまとまりのある活動とな
るよう学校の指導組織の中花組織的K確立されるととが望まれるのである。
すでに，歴史的IC，イエナ・プラン (]ena Plan)， ティーム・ティーチング (Team Te-
a chi ng) ， 協力教授 (Cooperat i ve Teaching)，無学年告1 ，など学習及び指導組織に関する
実践及び研究が存在している。それら理論的・実践的遺産を批判的に検討しつつ，それぞれの学
校の置かれた条件の下で，特別活動の教育的特性をふまえ，特別活動にかかわる指導組織を追究
し，学校全体として望ましい指導組織を開発していく ζとが今日比必要とされているよう K思わ
れる。
IV.特別活動の指導組織改革の視点
以上の考察をふまえ，子どもの自主性の尊重と育成をめざす特別活動にかかわる指導組織の改
革の視点にふれておく乙とにする。
まず，教職員の全員参加による分担，という点があげられる。すべての教師が特別活動の何ら
かの内容を分J旦し，それぞれの子ども集団の活動を担当する乙とが必要である。その意味で先花
見た事例は，その一つの参考ザljとなろう。その上に立って，教師個人の個性的で独創的な教育活
動を生み出す組織的な援助が考えられるべきであろう。
次lζ，教職員の分担活動の組織的統括，という点があげられる。それぞれ分担している活動内
容が特別活動全体としてどう位置づいているかを担当者K認識させ，それぞれの活動の統括をはかり，
特別活動を全体的にまとめる組織的な営みが求められる。特別活動に対する教師の自主的・個性的
な活動を助長しながらも，その個性的活動を単iζ個々の教師の独立した活動とするだけでなく，
学校全体の組織的活動の中K位置づけ，創造的かつ謁和的な組織的活動にまで高める配慮が必要
とされる。
次iと，特別活動iと関するカリキュラム開発及び共同的研修を志向する体制の確立，という点が
あげられる。字留田敬一氏によれば、，特別活動においては，指導しなければならない組織された
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J8) 
内容はもたず，子どもの必要・選択によって多様であるといっ。特別活動の内容をこのようにと
らえるならば，その活動を充実させるためには常に子どもの現実に自を向け，そ乙から適宜，教
材を作成して子どもに対応できるようにしなければならない。それiとは，教師個人の力量iζは限
界がある場合もあり，共同的に教材を開発したり，指導方法を検討する集団的な指導及び研修の
体制が必要とされるのである。
そして，教科活動と特別活動の指導組織の調和的関係の確立，という点があげられる。学校の
教育活動は，教科・道徳・特別活動の三者が相互に調和的に展開される乙とが望まれ，今日，教
科活動との調和的関係の中で特別活動の充実をはかっていく ζとがp 学校教育の重要な課題であ
ると考える。 ζの特定IJ活動の望ましい調和的関係について宇留田敬一氏は次のように述べている。
すなわち. r特定IJ活動が充実していくならば，当，然学校内の人間関係は改善され，児童・生徒
の精神的健康は増進し，学習にも意欲を燃やすζとになるであろう。また，真の意味の教科の学
習が充実するならば，児童・生徒は教科の学習や生活自体iといっそう興味・関心・疑問をいだい
て，教科の時間lとおいて満足し得ないエネルギーを特別活動の中で燃焼させる ζ とになるであろ
(9) 
う。 Jと。子どもに ζのような状況を作り出すためKも，特別活動の指導組織を確立し小学校
においては学級担任制，中学校においては教科担任制との関係の中に指導組織を明確K位置づけ，
他の組織との調和的関係をうみ出していく ζとが必要となるであろう。そのため，一人の教師に
教科と教科外の両領域を担当させたり，学級レベルと全校レベノレの両方の活動を担当させたりす
るなど，特別活動と教科の指導の密接を図るような異体的方策の開発が必要となるものと思われ
る。
J主
(1 ) 宇留田敬一氏は，特別活動について次のように述べている。特別活動は，1学校における子
どもたちの共同生活に内在する問題を子どもたちの現実的な問題として意識させ，かれらが，
それiと取り組み，解決を図ってし、く過程において，人間として生きるための態度・能力を自
ら身Kつけていくととを期待して，学校が用意した教育活動Jであると。(字留田敬一♂特別
活動論」第一法規 1981年 P. 37 ) 
(2) 字留田敬一氏は， 乙の点について次のようK述べているJ特別活動は戦後三十数年間Jとお
いて，その内容を拡大し，形式的には十分に整備されたかに見えるが はたして，その内容
はどれほど充実したといえるであろうか。 jと。(字留田敬一「自由研究から形式的整備を
とげた活動へJ， [f'総合教育技術dJ 1982年 1月号 /J~学館 P. 85 ) 
(3) 特別活動を対象とする ζれまでの研究動向を概観すると， ・特別活動の教青理念や目的，
-集団づくりなどを中心とする教育方法学級会，児童会，クラブなど諸集団の特性分析3
・特別活動花関する調査特別活動の組織運営，などが見られる。そして，特別活動の理
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念・目的→教育方法→調査研究，といった流れで研究が展開されてきている。
もっとも，そのような研究の経緯は認められるものの，研究の量的・質的な蓄積から見る
と，その中心は，特別活動の白的や集団づくりの方法など教育方法に置かれている。
例えば，わが国における乙の領域の先駆的研究者である宮坂哲文氏の研究は，教育目的や
教育方法が中心であった。(氏の特別活動花関する研究の全体像は， 「宮坂哲文著作集車」明
治図書 1975， Iζよって把握するととかできる。そこには，1特別教育活動の基本問題J， i戦
後臼本における特別教育活動J. i生徒会指導の基本問題J， i学校運営への生徒参加J， 
「学校集会論J， Iクラブ活動論jなど特別活動に関する論文が収められている。)
また，戦後一貫して乙の領域の理論的・実践的指導者である字留田敬一氏の研究も集団づ
くりの方法原埋の探究など教育方法を中心K展開されてきたと言えよう。ちなみに，氏は特
別活動においては集団づくりが不可欠な要素であるとして，その集団づくりの方法を探究し
ている。それは， “共同的集団目標設定を軸とする集団づくり品とでも言うべきもので，そ
の過程を次のように示している。①集団全員が自己の願望を表明し それを集団の共通目標
にまとめあげてし 1く過程9 ②共通目標をもとに下位自標を作り，集団の具体的な規律・きま
りを作成する過程，①その規律-きまりを受容し 協力して集回目標の実現iと努める過程。
そして，以上の過程を通して民主的な集団成員としての望ましい態度を形成すべきであると
する。(字留田喚問活動の理論と方ぬ 明治図書 1974，同 F学級会活動の改ゐ明
治図害 1976，問「特別活動論」第一法規， 1981，などの氏の著作を参照の乙と。)
乙れら研究の意義・必要性は今日においても失われたわけではなく ζれまでの研究的蓄
積をふまえさらに深い考察が求められている。その一方で，従来 どちらかというと軽視さ
れてきた特別活動の組織運営花関する研究が今日要請されている。特別活動の教育目的が学
校の組織条件時の中で何がどの程度まで達成できるのか，教師個々の教育方法の独自性を生か
しながら組織的に教育自標を達成するためには， どのような運営がなされるべきか，などの
点からの研究が必要とされている。
(4) ちなみに，乙の間の経営重点目標は次の通りである。
l 共同研究課題の設定とその推進
2. 協力指導組織の研究と推進
3. 生活指導の充実と徹底
4. 健康教育の充実と徹底
5 潔境設備の充実と活用
昭和51年度化， i生活指導の充実と徹底jを「学級指導jの指導を通して充実と徹底をはか
るという項白が加えられる。
そして，昭和54年度の経営重点目標は次の通りである。
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L 国語科の指導を通して，児童の読解力を高める。
2. 学級指導(適応指導)の定着fC，より以上につとめる。
3 環境・設備の充実と活用並びに美化につとめる。
なお， 乙の開花，学校教育目標の変化は認めらわない。
乙れら経営重点目標及び校務分掌表は，いずれも，事例校の昭和50年度>51年度>54年度
の「学校経営計画J からによるものである。
(5) 拙稿「学校組織革新における研修行政の役割に関する研究一情報提供機能を中心fC-J 
「教育学研究集録』第3集 筑波大学大学院教育学研究科 1979 PP.87-95 
(6) 例えば，現行の小学校学習指導要領花盛られた内容の項目を見るならば，学級会活動，児
童会活動，クラブ活動，儀式的活動，学芸的活動，体育的行事 遠足・旅行的行事，保健・
安全的行事，勤労・生産的行事，学級・学校への適応指導，保健安全指導，学校給食指導，
学校図書館の利用指導，などが見られる。
(7) 例えば，次のような点があげられる。
・教科の教育活動のようiと学級中心の比較的安定した学習集団のみではなく，特別活動の種
類IC応じて多様な集団を担当する。
・特別活動においては，それぞれの領域を単独で担当するとは限らず，時にはこ人以上の教
師が， さらには全校教師が，同時に共同して担当しなければならない ζ ともある。
-教師それぞれの役割分担も教科の担当のように単純ではなく，また，担当する期間は，年
間を通じ 恒常的lζ継続する場合もあれば、 ある期間集中的K担当しなければならないζ と
もある。(真野宮雄「特別活動の経営J，河野・字留田他編「学校と教科外活動」第一法規
1974， P.224 
(8) 字留田敬一氏は， ζの点について次のよう K述べている。「特別活動においては，児童・生
徒の必要・選択によって P さまざまな活動が行われ その多彩な活動の経験そのものが教科
の内容に相当するものといえるであろう。したがって，特別活動においては，教師も児童・
生徒も一定の教育内容を習得するという教材の消化から解放され，児童・生徒の個性的な活
動か子どものペースによってのびのびと展開される乙とになければならないJ (字留田敬-
r 特別活動論』前掲書 P. 54) 
(9) 宇留田敬一「特別活動論」前掲書 P.55 
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